
彫刻・絵画の訓ﾓ在
美術工芸研究室

仏像納入文書の調査研究　　昨年度に継続
Ｌて収qS資料の盤理・解読に肖り，資料染成のF11

行を川して原稿作製をおこなった。また，東大寺大仏の随侍両菩μ｡像の調査にともない，両

葭の白毫中から寛延
４年(1751)および宝暦２年(1755)の納人舎利一納人文;11を確認，これ

らの資料も整理した。なお
，昨年度確認Ｌだ長谷か本尊の随侍像納人品にっいては，学報21

冊の史料として紹介した。

南都造像史の研究　　東大寺大仏に随侍する如意輸･虚空蔵菩薩両像の,閇介（余良県依帆凋査）
に関連

して，東大寺の元禄復興期における造像活動を険討し，聖武天皇像（塑像），公慶上人

坐像
，鑑真和上像など10例の訓査をおこなった。また唐招提’.lj1の行基笥副象など，主として

鎌倉時代の作例の調査も実施した。

写真測量による仏像実測調査　　
平城調査洫函川剴;t室との|嶌同で実施している写真沮|JJIいこ

よる仏像等
の実測調査は，今年度は正倉院伎楽肉の図化作業に集中し，主として乾漆面の実

測図の作製をおこなった
。また，従来の成耻を応川して，薬師寺金堂三尊と荘厳Jtの復原的

考察を試みた（２ページ参照）。

「仏像修理記録
」に関する調査研究　　本研究所蔵になる|日日本」」|;」院第２部のいわゆる「仏

像自緘11
記録」のlllj行編集にともなう調轟研究で，美術院の協力により，唐招捉寺金堂本尊お

よび千手矧音像の調査をおこなうとともに
，1雀理記録の川録の1乍成，図版資料の整陥などを

実施した。なお，j」下，第川|11の刊行を川|_て編蝪呷陥にかか。ている。

仏像
における光背・台座の基礎的調査研究

仏像の荘厳具としての光背
・台丿曜の形式変遷

を実
証的かつ復原的におこなうもので，今年

度は文献
上の川語例の収集と検討をおこなう

とともに
，唐招提寺金堂諸像の光背・台座に

ついて調査を実施し
，復原的考察をおこなっ

た（６ページ参照）Ｃ
その他の調査　　昨年度に確認した吉野山蔵

王堂の「荷揚げ船額（絵馬）
」の継続調査を実・

施して，文化庁の指定資料を作製した。こＸ
に実測図を掲げて，昨年度の報告を哺足して
おきたい。なお，今回の調査で本納者の辿名

中に上市
・下市と判読できる簡所が確かめら

れた
。また，吉野町の依氈調査により大峯山

寺の応永33年銘の役行者および
２侍者像を確

認したほか,奈良県教委の依頼で,鉐記柬大寺
大仏の両随侍像を文化斤とともに調介した。
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